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目的

アロマオイルには害虫の忌避効果
があるが、高価であるうえ、ペットや
人間にも特有の刺激臭が感じられる
ため日常的に害虫を忌避するには
実用的でない。

そこで我々は、アロマオイルが害虫
を忌避するために必要な最低限度
の量を求めることにした。

結果

実験１でハエが液に誘引されて
いることを確認できなかった。原因
として、ハエが光に反応してしまっ
ていることや、段ボール自体にも匂
いがあるため誘引液の効果が弱く
なってしまっていることが考えられ
る。

部屋全体を暗くして行ったが、
誘引反応は見られなかった。

（参考）
アクリル板で作った装置で実験を
行ったときには誘引反応を確認で
きた。しかし、アクリル板には殺虫
剤の効果が残ってしまい複数回実
験を行うことができないため、使い
捨ての段ボールを使用している。

実験方法

実験1
・誘引液の作成

段ボール箱の中に砂糖・黒砂糖・ド
ライイーストを混合して作った誘引
液を入れ、約40匹のハエ（イエバエ）
を放し、液に誘引されることを確認
する。

（実験装置）

実験２

・忌避に必要なアロマオイルの量の
測定

実験１で作成した誘引液にアロマオ
イル（7種類）を滴下し、それぞれに
おいてハエの忌避効果があり、かつ
人間にも刺激臭が感じられない最
低限の量を測定する。

（実験で使用する

イエバエ）

今後の計画

誘引反応が確認できなければ実
験２を行うことができないので、ハ
エが誘引液に反応しない原因をい
ち早く解明する必要がある。


